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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第51期

第１四半期
連結累計期間

第52期
第１四半期
連結累計期間

第51期

会計期間
自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日

自　平成30年４月１日
至　平成30年６月30日

自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日

売上高 (千円) 3,773,406 4,234,221 15,248,696

経常利益 (千円) 191,253 319,902 778,592

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 107,004 209,832 522,355

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 142,260 170,832 815,830

純資産 (千円) 10,627,592 11,307,794 11,228,713

総資産 (千円) 16,290,802 16,384,176 16,151,280

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 11.82 23.18 57.71

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 59.3 62.5 63.0
 

(注) １．上記の売上高には消費税等は含まれておりません。

２．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営

指標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、財政状態の状況については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値で

前連結会計年度との比較・分析を行っております。

 
(1) 財政状態及び経営成績の状況

①経営成績

　当第１四半期連結累計期間における、当社グループの主要顧客業界である日系自動車産業では、国内販売が前年

並みで推移し、海外でも米国及び中国市場が高水準を維持している状況が続いております。また、ASEANやインド市

場が好調に推移していることから、世界生産台数についても増加傾向が続いております。

　一方、米国の保護主義を起因とする貿易摩擦への影響など、世界経済に関しては予断を許さない状況が続いてお

ります。

　このような状況のなか、ネットシェイプ事業の金型部門におきまして、国内ユーザー向けの売上高が増加したこ

とに加え、海外でもインド、ASEAN地域が堅調に推移いたしました。その結果、ネットシェイプ事業の売上高は19億

５千３百万円（前年同期比20.2％増）となりました。

　アッセンブリ事業では、ガソリンエンジン車向けのターボチャージャー部品の売上高が前年対比で減少いたしま

した。その結果、アッセンブリ事業の売上高は15億６千１百万円（前年同期比5.2％減）となりました。

　フィルタ事業では、電力産業向けの特需があったことから売上高が大幅に増加いたしました。その結果、フィル

タ事業の売上高は７億１千９百万円（前年同期比43.7％増）となりました。

　以上の結果、連結売上高は42億３千４百万円（前年同期比12.2％増）となりました。

　損益面におきましては、ネットシェイプ事業が増収となったことから、営業利益３億１千７百万円（前年同期比

69.6％増）、経常利益３億１千９百万円（前年同期比67.3％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益２億９百万

円（前年同期比96.1％増）となりました。

　売上総利益は８億８千３百万円となり、売上総利益率は前年同期と比べ2.0ポイント上昇し20.9％となりました。

　また、営業利益は３億１千７百万円となり、営業利益率は前年同期と比べ2.5ポイント上昇し7.5％となりまし

た。これは、ネットシェイプ事業が増収増益となったことによります。

 
②財政状態

　当第１四半期連結会計期間末の資産におきましては、前連結会計年度末に比べ２億３千２百万円増加し、163億８

千４百万円となりました。これは、主に現金及び預金が７千４百万円、受取手形及び売掛金が２億８千９百万円増

加した一方、有形固定資産が１億４千６百万円減少したことによるものであります。

　負債におきましては、前連結会計年度末に比べ１億５千３百万円増加し、50億７千６百万円となりました。これ

は、主に買掛金が６千９百万円、賞与引当金が１億９千６百万円増加した一方、未払法人税が１億６百万円減少し

たことによるものであります。

　純資産におきましては、親会社株主に帰属する当期純利益２億９百万円等により、前連結会計年度末に比べて７

千９百万円増加し、113億７百万円となり、自己資本比率は62.5％となりました。

　有利子負債残高は、前連結会計年度末に比べ５千１百万円減少し、22億２千７百万円となりました。

　今後も資産が膨らむことが予測されますが、最適資本構成の検証により財務の健全性維持に努めてまいります。
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(2) 経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は38,856千円です。なお、当第１四半期

連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

(5) 従業員数

当第１四半期連結累計期間において、連結会社又は提出会社の従業員の著しい増減はありません。

　

(6) 生産、受注及び販売の実績

当第１四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売実績の著しい変動はありません。

　

(7) 主要な設備

当第１四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前連結会計年度末における計画

の著しい変更はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 15,500,000

計 15,500,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成30年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,053,300 9,053,300
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）
単元株式数100株

計 9,053,300 9,053,300 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成30年４月１日～
平成30年６月30日

― 9,053,300 ― 1,429,921 ― 1,192,857
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ニチダイ(E01456)

四半期報告書

 5/17



 

(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成30年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

   平成30年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 2,000
 

― ―

完全議決権株式(その他)
 

普通株式 9,048,500
 

90,485 ―

単元未満株式 普通株式 2,800
 

 

― ―

発行済株式総数 9,053,300 ― ―

総株主の議決権 ― 90,485 ―
 

 

② 【自己株式等】

  平成30年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式) 京都府京田辺市
薪北町田13番地

2,000 ― 2,000 0.02
株式会社ニチダイ

計 ― 2,000 ― 2,000 0.02
 

 

２ 【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成30年４月１日から平成

30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,774,815 2,849,631

  受取手形及び売掛金 ※  4,037,609 ※  4,327,089

  商品及び製品 599,598 541,369

  仕掛品 897,468 942,613

  原材料及び貯蔵品 587,655 546,035

  その他 72,364 110,193

  貸倒引当金 △1,517 △1,681

  流動資産合計 8,967,994 9,315,253

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 2,120,607 2,076,259

   機械装置及び運搬具（純額） 1,753,831 1,928,121

   土地 1,813,864 1,810,718

   その他（純額） 1,036,806 763,815

   有形固定資産合計 6,725,109 6,578,913

  無形固定資産 139,603 203,993

  投資その他の資産 318,573 286,015

  固定資産合計 7,183,286 7,068,922

 資産合計 16,151,280 16,384,176
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 1,586,051 1,655,430

  短期借入金 750,000 550,000

  1年内返済予定の長期借入金 777,545 839,978

  リース債務 208,376 129,380

  未払法人税等 160,886 54,710

  賞与引当金 149,729 345,900

  その他 720,861 779,936

  流動負債合計 4,353,449 4,355,336

 固定負債   

  長期借入金 497,693 643,251

  リース債務 45,748 65,116

  退職給付に係る負債 25,676 12,677

  固定負債合計 569,117 721,045

 負債合計 4,922,566 5,076,381

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,429,921 1,429,921

  資本剰余金 1,192,857 1,192,857

  利益剰余金 7,285,029 7,404,349

  自己株式 △1,236 △1,236

  株主資本合計 9,906,571 10,025,891

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 10,150 8,693

  為替換算調整勘定 319,236 264,940

  退職給付に係る調整累計額 △62,679 △58,528

  その他の包括利益累計額合計 266,707 215,104

 非支配株主持分 1,055,434 1,066,798

 純資産合計 11,228,713 11,307,794

負債純資産合計 16,151,280 16,384,176
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

売上高 3,773,406 4,234,221

売上原価 3,062,048 3,350,784

売上総利益 711,358 883,437

販売費及び一般管理費 523,926 565,554

営業利益 187,431 317,882

営業外収益   

 受取利息 1,998 2,386

 受取配当金 164 151

 為替差益 6,920 -

 保険配当金 - 4,649

 その他 2,037 1,865

 営業外収益合計 11,120 9,053

営業外費用   

 支払利息 6,772 3,365

 為替差損 - 3,665

 その他 526 1

 営業外費用合計 7,298 7,033

経常利益 191,253 319,902

特別利益   

 固定資産売却益 - 200

 特別利益合計 - 200

特別損失   

 固定資産除却損 47 0

 特別損失合計 47 0

税金等調整前四半期純利益 191,206 320,103

法人税、住民税及び事業税 29,460 49,179

法人税等調整額 31,349 30,224

法人税等合計 60,809 79,404

四半期純利益 130,396 240,699

非支配株主に帰属する四半期純利益 23,392 30,866

親会社株主に帰属する四半期純利益 107,004 209,832
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

四半期純利益 130,396 240,699

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △1,114 △1,457

 為替換算調整勘定 6,882 △72,559

 退職給付に係る調整額 6,096 4,151

 その他の包括利益合計 11,864 △69,866

四半期包括利益 142,260 170,832

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 115,915 158,229

 非支配株主に係る四半期包括利益 26,344 12,602
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

 

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日)

(1）連結の範囲の重要な変更

　該当事項はありません。

(2）持分法適用の範囲の重要な変更

　該当事項はありません。
 

　

(追加情報)

　
当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日 
至 平成30年６月30日)

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債

の区分に表示しております。
 

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　※　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しておりま

す。

なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形を

満期日に決済が行われたものとして処理しております。

 

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

受取手形 60,491千円 53,637千円
 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日)

減価償却費 210,896千円 210,369千円
 

　

（株主資本等関係）

前第１四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日）

配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月22日
定時株主総会

普通株式 90,512 10.00 平成29年３月31日 平成29年６月23日 利益剰余金
 

　

当第１四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日）

配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月22日
定時株主総会

普通株式 90,512 10.00 平成30年３月31日 平成30年６月25日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日）

 
　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  (単位：千円)

 
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注)２

ネットシェイプ アッセンブリ フィルタ 計

売上高       

  外部顧客への売上高 1,624,821 1,647,656 500,928 3,773,406 ― 3,773,406

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

67,966 ― ― 67,966 △67,966 ―

計 1,692,787 1,647,656 500,928 3,841,372 △67,966 3,773,406

セグメント利益 5,980 131,878 53,394 191,253 ― 191,253
 

(注)１.　調整額は、セグメント間取引消去であります。

　　２.　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益であります。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日）

 
　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  (単位：千円)

 
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注)２

ネットシェイプ アッセンブリ フィルタ 計

売上高       

  外部顧客への売上高 1,953,137 1,561,258 719,825 4,234,221 ― 4,234,221

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

6,019 ― ― 6,019 △6,019 ―

計 1,959,156 1,561,258 719,825 4,240,240 △6,019 4,234,221

セグメント利益 180,031 90,416 49,454 319,902 ― 319,902
 

(注)１.　調整額は、セグメント間取引消去であります。

　　２.　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益であります。
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（金融商品関係）

　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

（有価証券関係）

　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日)

１株当たり四半期純利益(円) 11.82 23.18

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 107,004 209,832

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(千円)

107,004 209,832

普通株式の期中平均株式数(株) 9,051,285 9,051,234
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。

 

 

EDINET提出書類

株式会社ニチダイ(E01456)

四半期報告書

16/17



独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

平成30年８月６日
 

株式会社ニチダイ

取締役会　御中
 

 

有限責任監査法人トーマツ 
 

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松　　尾　　雅　　芳 印
 

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 木　戸　脇　　美　紀 印
 

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ニ

チダイの平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成30年４月１日か

ら平成30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につい

て四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ニチダイ及び連結子会社の平成30年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

　

以　上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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